
250 第2章      翻訳と翻訳研究の構成

ようであるという。その一ىとして、過去の語りを「ѓ現」、「ѓ提示」すると

いう（言語内）翻訳の実践において、語りの形ࣻではなく、意味、特に፷的に

展開するプロットが規範化され、それが「真っ当な文芸」の標準となったので

はないかという可能性が挙げられている
59
。これと関連した別の要ىとしては、

他のаͳ民社会の多くでも見られるように
60
、今日のルシュʎィードの語りは、

主にかつてのように大人をᐱᚏとして為されるものではなく、学ಇという近代

ᛴู的なጸ織のコンテクストの中で໮じられるものとなっており、この種のጸ

織に附与されたメタ語用的編成が、明示性や意味、፷的なプロットの重視など、

上記のような特徴をもたらすのに៤献しているのではないかと૜察される。

以上、見てきたように、翻訳という行為には、単に、明示的な言及指示機能

（明示的に言われていること）だけでなく、常に、文化的なメタ語用的フレー

ムが関与している
61
。実際、翻訳の語用的側面、たとえば説ीӛ౓や୥合性・

一貫性などに関して、より重要性を持つのは、言われていることではなく、む

しろ、言われていること・為されていること、それらをፋ制している社会文化

的なメタ語用的フレームなのである。その意味で、メタ語用的フレームは、翻

訳という行為・語用にとって、そのಎ心に置かれるべきものであるといえよう。

加えて、同じくAiu（前ૡኙ所）によれば、ハʹイ人としてのアイデンティティ

を持つ人たちは、ハʹイ語話者ではなくても、上の ‘āina のような語彙のハʹ

イ社会文化的なц示を理解できるという。ここにも、言語（言及指示のコード

としての言語）と文化的なメタ語用的フレームとが異なったレヴɱルで機能し、

前者とは࿲立に後者だけでも理解、異言語・異文化間の理解、すなわち翻訳が

成߿しうるということが示דされている。

第2節第2項　ことばの巣とハワイ語復興運動

上でも述べたように、同様の特徴は、アメリカ本٠の「インディアンᔐ語」

においても看取されるが、ここでは、このハʹイ語の法࣬やуᐱ会でのᣮ訳と、

上に挙げたようなそれにまつわるいくつかの論点に関与する社会言語学的・社

会文化的なコンテクストについてやや詳ጯに論述し、上記のようなᣮ訳・翻訳

などの言語使用が持ちうる社会文化的意味を示דしたい。
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以下、主にMcCarty（2002: 297-299）に依拠して、ハʹイ語復ᒾᤆ動の歴史

を概ᜊしておく。まず、いわəるハʹイアン・ルʗɿンスᤆ動（ై原、2002）

は、ࢍ民権ᤆ動をᑔ௑として、大学でのハʹイ語のૌഈ、᣸1回のハʹイ語ト

ークショー、ニューズレター、ハʹイ語学ಇや学᏿会、ハʹイ語の道ᡅ名称

の૜進、ͤፋ的とされる地ڒへのハʹイ語のみのஇ行などといった๊動からܿ

まった。1978ࢳにᒴるとハʹイ語はᔐ語とцにࡻのу用語に制定され、ハʹ

イ語、ハʹイ文化、ハʹイ史がу立学ಇで教えられるよう規定された。しかし、

これらではハʹイ語使用の᚞ᣝを᩻ȣことはҢ底できないと考えたɰィルソン

（William Wilson）とそのܻ（Kauanoe Kamanā）、そしてその同ॖたちは、1983ࢳに、

小学ಇ߿学以前のࢺзを対象としたީ全なハʹイ語イマージョン学ಇ「ことば

のࡽ」（‘Aha Pūnana Leo; ‘�est of �oices’）をᜫ立する。親たちのୈ૵によりこの学

ಇは成ӎし、ɰイルソンらはࡻに対してハʹイ語を教育ݨ介言語とした小学ಇ

（Kula Kaiapuni Hawai‘i; ハʹイ語イマージョンу立ಇ）を作るようにロʝー๊動を展

開、1980ࢳ代後ԡまでにはハʹイ語による教育は6ࢳ次（Grade 6）まで࣫ᩋさ

れた
62
。その後、中等教育までͩᩋ、1999ࢳのயには、小学ಇ߿学以前のࢺሓ

ٛからᯚಇ3ࢳ（Grade 12）まで一貫してハʹイ語イマージョン教育を受けた生

ाがқめてᯚಇをԤഈするにᒴる。この時点で、ハʹイ語イマージョン教育を

とおしてハʹイ語を使えるようになったފどもたちの総数は1,800人にᤎして

いたと૜᜛され、現在では、ハʹイ語での教育の機会は大学、ひいては大学᪋

教育にまで拡張されている。

言うまでもなく、߿学以前のこどもを対象とした「ことばのࡽ」（language 

nest）プログラムは、ハʹイでハʹイ語を対象としたものだけでなく、ニュー

ジーランドでのマオリ語、カナダでのʬʥーク語を対象としたものなど、他に

も広く知られたものが存在する。実際、Hinton（2011: 298）は、ことばのࡽᤆ

動は、ʧリʗシアから័ࡻ、ඔࡻ、カナダ、アメリカ本٠、ラテン・アメリカ

を含め、˰界յ地に広がり、たとえば、2008ࢳ以᪃、メɷシコ、特にオアハ

カࡻで「ことばのࡽ」（Nidos de Lengua）がᝁみられており、2009ࢳ後ԡ以᪃は

少なくとも10言語（ミシュテカ、ɿʧテク（ɿʧテカ）、クイカテコ（Cuicatec）

などのច語）でのࡽが存在し、ඔࡻでも、ɿーミ語からマンクス語（マンࡀ

語）まで、さまざまなことばのࡽがᜫ立されていることを֖ڨしている。
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ᤖれば、「ことばのࡽ」の起ໃは、1982ࢳ、マオリ語（マーオリ語（te reo 

Māori））を߿学以前のマオリのފどもたちに4～5ࢳ間、ු日、聞かせ話させ

ることをᄻ的とし、当қは親たちが࿲自にܿめたニュージーランドのイマージ

ョン・プログラム（Te Kōhanga �eo; �gā Kōhanga �eo）であった。そして、名称と

もども、このプログラムがハʹイへと、ሉ೤＝翻訳されたのである。したがっ

て、上記のように、ハʹイのことばのࡽは歴史的には、小学ಇ߿学以前のࢺз

を対象としてܿまり、3～5දのފどもたちにු᣸5日、1日10時間、ハʹイ

語だけを聞かせ話させるというものであったのだが（Schütz, 1994: 366-367）、そ

の後、ハʹイでは15ࢳかけて11のᇹ立のハʹイ語学ಇ（ハʹイ語を教育ݨ介言

語とする学ಇ）、そしてࡻの教育ࠈのԦ力の下、16のу立のハʹイ語学ಇへと拡

張していった。߿学前教育から中等教育まで、ハʹイ語をݨ介言語とした学ಇ

で教育を受けているз቟・生ाはハʹイ人系のみならず非ハʹイ人系も含め、

総᜛約2,000人に上っており、現在、ハʹイࡻにいるハʹイ語を話すか、理解

する者1˥5,000人Ɏどの大多数は、ハʹイ語をݨ介言語とした教育をとおし

てこの言語を᏿ीした者であるとされている（Coronel-Molina and McCarty, 2011: 

362）。また、非؆ҟ団体である上記の ‘Aha Pūnana Leoが大学ܟ学ᦂとして数

ᄍ˥ドル、加えて、Тれたコンピュータ・ʗットʹークを提Ζしており、現在

までにハʹイ大学ʜロಇにハʹイ語のカレッジがᜫ立されるまでにᒴっている

（Thomason, 2001: 244）。

他方、当қより、ハʹイ語での教育に対しては、19˰጗以来のу立ಇのみ

ならずᇹ立ಇでのハʹイ語での教育をੱ制する法的規制など、数多くの᪩޼が

あった。親や教育者によるロʝー๊動のఞ、この種の᪩޼がгఏされ、ハʹイ

語による教育プログラムがۄ加した後になってもࡻឰ会はᤛҒな̙አをこれら

のプログラムにҾりળることをせず、その結౓、ࢳがጽつにつれて教育プログ

ラムの数と៾ᦂとのミスマッチはۄ大、ρ々のプログラムが受ける助成はນ少

し、ᤆ؆はٌᫍさをۄしていくことになった。

また、ハʹイ語ѓ生ᤆ動内部も一౒ࠨではなく、аͳ民ではないハʹイ語教

࢙や学者たちがаͳ民を代表し後者の「声」（ʗイティヴの権ҟ、៪͖、権威

（kuleana））をਾ有していると非ᫍされている。さらに、コーパス᜛႕に関わる

権威についても、ハʹイ語のቼ二言語話者にすぎず「ᔐ語の˰界ᜊ」によって


